
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

健
康
で
、
明
る
く
楽
し
い
お
正
月

を
迎
え
て
頂
け
た
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
さ
て
、
社
会
変
化
が
目
ま
ぐ

る
し
い
昨
今
で
す
が
、
昨
年
も
随
分

と
大
き
な
変
化
が
日
本
社
会
を
揺

る
が
せ
ま
し
た
。

米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
関
税

措
置
。
自
ら
をT

ax M
an

と
呼
び

自
国
民
と
経
済
を
守
る
た
め
に
世

界
中
の
国
々
に
高
関
税
を
課
し
ま

し
た
。
各
国
は
直
接
交
渉
を
米
国
に

迫
り
、
日
本
を
含
め
多
く
の
国
は
何

ゆ
い
思
い
を
し
ま
す
。
同
様
の
惨
事

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
停
戦
に
向

け
た
交
渉
に
米
国
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
米
国
の
国
際
的
な
関
与
が
常

に
正
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
一

日
で
も
早
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
一
般

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
な
る
の
な
ら
ば
先
ず
は
停
戦
の

実
現
に
米
国
の
力
も
利
用
す
べ
き

で
し
ょ
う
。
先
に
大
関
昇
進
を
果
た

し
た
安
青
錦
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

母
国
の
現
状
を
憂
う
発
言
を
す
る

事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
取
も
常
に

家
族
の
安
全
と
母
国
の
安
定
を

願
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
我
が
国
初
の
女
性
総
理
大

臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
世
界
的
に
見

れ
ば
日
本
の
女
性
議
員
の
比
率
は

全
国
会
議
員
の
約
一
〇
％
で
一
八

六
カ
国
中
一
六
四
位
と
い
う
少
な

さ
で
す
。
因
み
に
欧
米
各
国
で
は
三

〇
％
～
四
〇
％
が
女
性
議
員
。
高
市

総
理
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
男
性
議

某
か
を
引
き
換
え
に
関
税
引
き
下

げ
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
結
果
的

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
・
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
“D

eal

”
が
勝
利
し
た
よ
う

に
見
え
ま
す
。

関
税
政
策
は
か
な
り
強
引
な
手

法
に
見
え
ま
す
が
、
そ
の
腕
力
で
ガ

ザ
地
区
の
停
戦
実
現
に
も
大
き
く

寄
与
し
ま
し
た
。「
米
国
は
も
う
世

界
の
警
察
で
は
な
い
。」
と
民
主
党

政
権
時
代
の
オ
バ
マ
大
統
領
が

言
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
停

戦
事
案
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
当
該
者
達
に
与
え

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
毎
日

の
よ
う
に
現
地
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
画
像
を
茶
の
間
で
見
る
た
び
に
、

戦
火
に
追
わ
れ
る
子
供
達
に
直
接

何
も
出
来
な
い
自
分
自
身
に
歯
が

員
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

一
〇
％
の
女
性
議
員
中
か
ら

選
出
さ
れ
た
訳
で
す
か
ら
そ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
先
般
の
高
市
総
理
の
国

会
発
言
を
問
題
視
し
た
中
国
が
過

剰
反
応
を
示
し
て
い
ま
す
。
当
面
冷

却
期
間
が
必
要
で
し
ょ
う
。
政
府
も

国
民
も
当
分
静
観
す
べ
き
と
思
い

ま
す
。

さ
て
、
二
〇
二
六
年
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
今
年
は
何
が
起
こ

る
の
で
し
ょ
う
。
気
候
変
動
の
影
響

で
線
状
降
水
帯
の
発
生
が
頻
繁
に

な
っ
て
い
ま
す
。
東
南
海
地
震
の
発

生
確
率
が
随
分
と
高
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。「
大
災
害
や
大
地
震
は

オ
レ
が
成
願
し
て
か
ら
に
し
て
く

れ
。」
と
祈
っ
て
い
る
の
は
僕
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
も
最
後
の
最

後
ま
で
健
康
で
ハ
ッ
ピ
ー
な
毎
日

を
お
過
ご
し
下
さ
い
。
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医学・歯学の教育・研究のために献体し、目の不自由な方のために献眼する。― 1 ―

不　　老

公益財団法人　不　老　会

第606号　令和 8 年（2026年）　新春号

（不老会ホームページへ）



1982年【昭和57年 6 月 8 日】 「献体の塔」建立奉賛会設立総会を行う。

1983年【昭和58年 4 月16日】 会員10,000名突破記念総会を名古屋商工会議所 2 階ホールで開き、街頭パレードを行う。

　　　 【同年 6 月15日】 三重大学が離脱。

1984年【昭和59年 5 月11日】 「献体の塔」起工式を行い、建設に着工する。

1985年【昭和60年 4 月11日】 高松宮殿下同妃殿下の御台臨をいただき、「献体の塔」竣工式並びに献体者感謝式を行う。

　　　 【同年 5 月16日】 第 1 回献体者顕彰式並びに御名札納め式を行う。（以後毎年 5 月に実施）

　　　 【同年 6 月18日】 献体の塔を名古屋市に寄付採納する。

　　　 【同年 9 月20日】 「献体の塔」建立奉賛会解散式を行う。

1986年【昭和61年 5 月 7 日】 第 1 回「献体の塔」清掃作業を実施する。（以後年 3 回の清掃実施）

1988年【昭和63年 3 月29日】 篤志解剖全国連合会第18回総会（当番校＝名古屋市立大学医学部）が開かれる。

1992年【平成 4 年 5 月14日】 第18回献体者顕彰式並びに御名札納め式に併せて不老会設立30周年記念式典を行う。

1996年【平成 8 年 5 月29日】 濵島辰雄が第 2 代理事長となる。前理事長 久野庄太郎が名誉理事長となる。

1997年【平成 9 年 3 月24日】 篤志解剖全国連合会第27回総会（当番校＝愛知医科大学医学部）が開かれる。

　　　 【同年 4 月 8 日】 名誉理事長 久野庄太郎様ご成願。（名古屋大学に献体）

　　　 【同年 8 月23日】 「久野庄太郎を偲ぶ会」を熱田神宮会館にて執り行う。

2000年【平成12年 5 月26日】 竹内弘が第 3 代理事長となる。前理事長 濵島辰雄が名誉理事長となる。

2004年【平成16年 7 月29日】 小田悦雄が第 4 代理事長となる。前理事長 竹内弘が常任顧問となり、不老会創立40周年
記念事業推進委員会委員長に就任する。

2005年【平成17年 3 月 5 日】 常任顧問 竹内弘様ご成願。（名古屋大学に献体）

　　　 【同年 4 月26日】 創立40周年記念誌「愛知用水と不老会」濵島辰雄著完成記念出版披露パーティー開催。

2006年【平成18年 8 月21日】 文部科学省より「特定公益増進法人」に認定される。

2007年【平成19年 1 月30日】 不老会創立45周年記念事業「いきいき人生の集い」を開催。
記念講演会の講師として、聖路加国際病院 日野原重明先生。

　　　 【同年11月 9 日】 会員20,000名突破。

2011年【平成23年11月15日】 不老会創立50周年記念事業「明日の医療の発展を願って～医療と献体～」を開催。
記念講演会の講師として、帯津三敬病院名誉院長 帯津良一先生。

　　　 【同年12月13日】 創立50周年記念モニュメント除幕式。（献体の塔前広場）

2012年【平成24年 4 月 1 日】 愛知県に、公益財団法人不老会として認定される。

　　　 【同年 5 月17日】 北村直哉が第 5 代理事長となる。

　　　 【同年 7 月23日】 前理事長 小田悦雄が顧問となる。

2013年【平成25年10月15日】 名誉理事長 濵島辰雄様ご成願。（藤田医科大学に献体）

2016年【平成28年10月 4 日】 不老会創立55周年記念事業「明日に向って～不老会の発展と医学生の将来の為に～」を開催。
記念公演として、公演「花火」すわらじ劇園。

2020年【令和 2 年 6 月16日】 久野格彦が第 6 代理事長になる。

　　　 【同年 7 月10日】 前理事長 北村直哉が顧問となる。

2021年【令和 3 年10月25日】 不老会創立60周年記念事業「“人生、百年時代”～献体までの元気な過ごし方～」
記念講演の講師として、名古屋大学大学院医学系研究科 葛谷雅文先生。

2025年【令和 7 年 3 月25日】 顧問 北村直哉様ご成願。（愛知医科大学に献体）

私どもは感謝のために献体・献眼する。 ― 2 ―
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年月日 出来事

1961年【昭和36年 6 月】 久野庄太郎は愛知用水建設で犠牲となられた56名の霊を弔うため、用水沿線各地より土を集
め、水利観音500体をつくり、ご恩になった方に配った。
名古屋大学総長 勝沼精蔵先生のところにお邪魔した時に苦しい胸のうちを申し上げたとこ
ろ、解剖用遺体の不足を教えられ、自らの遺体を献体（昭和36年 7 月13日登録）することに
よって安心立命を得ることができ、家族や同志にはたらきかけ、その輪を拡げていった。
これが不老会の始めとなった。

1962年【昭和37年 1 月21日】 遺体献納の同志120名が愛知県中小企業センターに集まり、不老会の発会式を挙げた。
（久野庄太郎 会長に就任）提携大学は名古屋大学医学部。
以後、昭和47年まで春季総会と秋季総会・追悼法要を行う。

1965年【昭和40年 9 月】 会員1,000名となり、愛知県文化センターに於いて記念総会を開く。

1966年【昭和41年 3 月 1 日】 「不老会だより」を発行する。（以後毎月）

1967年【昭和42年 9 月】 三重大学と提携を開始する。

1968年【昭和43年11月 4 日】 名古屋市立大学医学部と提携を開始する。

　　　 【同年12月14日】 愛知学院大学歯学部と提携を開始する。

1971年【昭和46年 2 月 5 日】 「不老会だより」を引き継ぎ、機関紙「不老」を発行する。

　　　 【同年 3 月】 篤志解剖全国連合会が結成され、久野庄太郎が会長となる。

1972年【昭和47年 6 月28日】 財団法人不老会の設立が許可され、久野庄太郎が理事長となる。
（事務所を理事長宅内の愛水館に置く）

1974年【昭和49年 5 月18日】 名古屋保健衛生大学（現 藤田医科大学）と提携を開始する。

　　　 【同年 9 月17日】 第 1 回献体者慰霊祭を行う。（以後毎年）

1975年【昭和50年11月15日】 会員5,000名突破記念総会を熱田神宮文化殿で開く。
各市町村に支部を結成して支部旗を配布する。

1976年【昭和51年 3 月 1 日】 愛知県眼衛生協会（アイバンク）の事業が開始され、以後これに献眼する。

1977年【昭和52年 1 月15日】 役員会で献体者の「慰霊塔」建立の話題が提起された。
（その後曲折を経て「献体の塔」と命名）

1978年【昭和53年 7 月 1 日】 愛知医科大学医学部と提携を開始する。

1979年【昭和54年 8 月27日】 事務所を名古屋商工会議所ビル内に移す。

不老会創立65周年 不老会のあゆみ

愛水館

不老会創立65周年記念に寄せて� 久 野 格 彦　

1962年（昭和37年） 1 月に不老会は創立なので、2026年の 1 月が創立65周年とな
ります。不老会は公益財団法人の為、一般民間企業と比較するのは不適切かもしれ
ませんが、民間企業の平均寿命が20年から30年と言われているのに比して65年と
いうのは一般企業の 2 ～ 3 倍の寿命であると言えます。これは不老会の存在が社
会的に意義のあるものであり、会員のみならず多くの医療関係者、またそれに関わ
る人々からその役割が重要であると認識されている証でしょう。

私事で恐縮ですが、不老会創立当時私は 7 歳。現在は70歳と不老会と同じように
齢を重ねて参りました。先日中学の同窓会があり参加者は全員70歳（同級生だから当たり前ですが）。話題と言
えば病気と薬と通院の話。会場には50名以上が集ったのですが残念ながら不老会の会員には巡り会う事はあり
ませんでした。それもその筈、僕が自分自身の「病気と薬と通院」の話に忙しかったから。
「人生最後のボランティア」献体活動は大変意義深い社会貢献活動です。一人でも多くの方々にその意義を理

解頂き、献体活動にご参会頂ければと考えます。�

不老会初代会長  久野庄太郎

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。― 3 ―
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12時10分、開会を待つ間、今年度不老会が独自に作成し、今回初めてお披露目する「献体」 
ビデオが上映されました。会場内では会員の方々が熱心に鑑賞されていました。「解剖実習の
映像を見られてよかった」「ビデオを見て感動しました。献体登録してよかったと思いまし
た」など、会場の方の声も好評でした。

午後 0 時40分、開会し、成願者への黙祷の後、
久野格彦理事長に代わり、杉浦康夫副理事長が
あいさつされました。

歌はいいですね♥3

アトラクションは毎年工夫を
こらしていただいて楽しみに
しています。

最近ノーベル賞でも注目
された免疫に関する話で
興味深く聞きました。

（60代女性）

先生のお話は少し
難しかった。

以前から献体登録はしていましたが、今回名古
屋へ転居しあらためて登録しました。このよう
な会ははじめて、DVDが良かったです。
� （80代男性）

毎年来ています。（10回以上）高齢
になると外出する機会が少なくな
るので、このようなイベントは楽し
みです。� （80代女性）

私どもは医学・歯学の進歩のために献体・献眼する。― 5 ―
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最初に、「免疫とはなにか？」についてお話しします。自分ではないもの、異常な

もの、例えばがん細胞やウイルスなどの病原体、これらを異物として見分けること

をいいます。体の免疫細胞は、成長の過程で「自分」と「異物」を見分け、「自分は

攻撃しない」と覚えていきます。この仕組みを「免疫寛容」といい、これが崩れ

ると、「自分を敵と誤認」して病気になります。この細かな仕組みを発見されたのが

先日2025年ノーベル生理学・医学賞を受賞された坂口志文先生です。

次に、「免疫が働かない場所とは？」についてお話しします。私たちの体には免疫

が働きにくい特別な場所があり、この仕組みを「免疫特権」といいます。これが崩

れると機能が守れなくなり、病気になります。この免疫が働きにくい場所として「脳、

眼、精巣、胎盤」などが免疫特権を持つ臓器として知られています。

最後に、今日は、免疫が賢く働く仕組み、それから体の中には免疫が働かない場

所があること、そしてそういう仕組みがいずれ医療に活用されて医療が発展する土台に

なっているということをお話しさせていただきました。

内藤宗和先生のご講演

愛知医科大学解剖学講座教授　　　
内 藤 宗 和 先生

「なぜ免疫はそこを攻撃しないのか？
� ～体の中の“特別な場所”の秘密～」

午後 0 時50分からは、愛知医科大学解剖学講座教授 内藤宗和 先生による記念講演がありま
した。

私どもは平和を請い願うために献体・献眼する。 ― 6 ―
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愛知医科大学医学部 4 年の齋藤壮人です。医学部生、歯学部生を代表して、不老
会の皆様に感謝の気持ちを伝えたいと思います。実習の日程の都合上ビデオレター
で失礼します。

私たちが初めてご献体と対面したのは、医学部 1 年生になったばかりの頃先輩方
の解剖学実習を見学したときです。衝撃的でしたが、医師として人の体にメスを入
れ、命を扱うという自覚が芽生えました。
　 2 年前の春、初めて解剖学実習に臨みました。ご献体と向き合ったとき、教科書
では知り得ない人体の複雑さと精巧さ、そしてチーム医療の基礎となる協力の大切
さを学びました。ご献体を通して得た学びは、私の学術的な探求心を刺激し、研究
への原動力となりました。2 年間研究に没頭し、昨年の解剖学学会でUndergraduate 
Poster Awardを受賞しました。この受賞は、内藤教授をはじめとする解剖学講座の
先生方、ご献体くださった皆様、そしてご遺族の皆様のご厚志のおかげです。心よ
り感謝申し上げます。

現在、4 年生となり、病気について学び、国家試験や病院実習が始まっています。ど
の分野においても、解剖学で学んだ人体の構造が頭に浮かびます。皆様のおかげで、
私たちは医学の道を一歩ずつ進んでいます。

改めて、ご献体いただいた皆様、ご家族の皆様、そして不老会の皆様に感謝と尊
敬の念を申し上げます。皆様のご厚意を決して無駄にせず、立派な医師となり社会
に貢献できるよう、日々精進してまいります。

その後、ビデオメッセージにより、愛知医科大学医学部 4 年の齋藤壮人さんによる学生体験
発表がありました。

午後 1 時50分からは、待ちに待ったアトラクションです。今年は、テレビ・ラジオ等の 
「のど自慢番組」で優勝し、全国大会にも出場するとともに、全日本歌謡選手権、長崎歌謡祭準
優勝、ＮＨＫのど自慢大会チャンピオン等を受賞した実力者の“森秀樹”さんをお迎えしました。

今日は、“パンティーズ”と共に「昭和」をテーマに、歌って楽しめるコンサートが展開され
ました。最初にジョンデンバーの「カントリーロード」から始まり、「上を向いて歩こう」 

「愛燦燦」「乾杯」「恋のバカンス」「お嫁においで」「君といつまでも」「マイウェイ」など昭和
の歌謡曲満載のコンサートでした。最後は、会場全員による手拍子も出て、会場大盛り上がり
でした。

素晴らしい纏めに
していただき感謝
です。

医学生さんたちが、
解剖実習を通して、
医師としての使命感
を感得されていた。

不老会員だった父が
最近成願しました。
父の思いを改めて知
り、涙が出ました。

不老会の会員として、
立派な医師誕生に貢
献できるお役に立ち
たいと思った。

私どもは感謝のために献体・献眼する。― 7 ―
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私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。 ― 8 ―
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人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
と
い
う
言
葉

を
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
見
聞
き
さ
れ

な
い
日
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
Ａ
Ｉ
は
、
小
難
し
い
計
算
や

予
測
を
人
間
に
代
わ
っ
て
行
っ
て
く

れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
ご
家
庭
の

炊
飯
ジ
ャ
ー
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
白

物
家
電
に
も
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
も
知
ら
ぬ
間
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。「
搭
載
」
と
言
い
ま
す
と
、
Ａ
Ｉ

と
い
う
物
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
Ａ
Ｉ
は
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ

れ
て
い
る
ソ
フ
ト
や
ア
プ
リ
の
よ
う

な
も
の
で
、
物
理
的
な
実
体
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ａ
Ｉ
は
人
間
の
頭
脳
に
取
っ
て
代

わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
の
「
心
」、「
意
識
」

に
取
っ
て
代
わ
る
と
は
思
わ
れ
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方

で
、
何
か
に
み
な
さ
ん
の
心
や
意
識

を
移
植
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
生
物
と
し
て
の
「
体
」
が

寿
命
を
迎
え
て
も
、
心
や
意
識
は
パ

ソ
コ
ン
の
メ
モ
リ
の
よ
う
な
も
の
に

コ
ピ
ー
さ
れ
「
不
死
」
を
謳
え
る
時

代
が
訪
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

実
際
、
人
工
知
能
に
準
え
、
人
工

意
識
（
Ａ
Ｃ
）
と
い
う
も
の
の
研
究

開
発
が
、
メ
タ
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

な
ど
の
ビ
ッ
グ
・
テ
ッ
ク
と
呼
ば
れ

る
ア
メ
リ
カ
の
企
業
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
前
段
階
と
し

て
ブ
レ
イ
ン
・
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
と
い
う
技
術

が
実
用
化
さ
れ
、
脊
髄
損
傷
で
四
肢

が
麻
痺
し
た
患
者
さ
ん
が
、
腕
に
代

わ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
（
義
手
）
を

あ
た
か
も
自
身
の
手
腕
の
よ
う
に
操

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｍ

Ｉ
で
は
脳
と
パ
ソ
コ
ン
と
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
が
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
さ
れ
、

患
者
さ
ん
の
意
思
（
脳
で
流
れ
る
電

気
的
な
信
号
）
が
パ
ソ
コ
ン
で
解
読

さ
れ
、
そ
れ
が
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム

（
モ
ー
タ
ー
）
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と

で
、「
コ
ッ
プ
に
入
っ
た
ジ
ュ
ー
ス

を
飲
み
た
い
」
と
い
う
患
者
さ
ん
の

思
い
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
コ
ッ

プ
を
つ
か
ん
で
患
者
さ
ん
の
口
元
に

運
ぶ
と
い
う
一
連
の
ア
ク
シ
ョ
ン
へ

と
繋
が
り
ま
す
。

Ａ
Ｉ
が
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
学

習
し
、
超
人
的
な
答
え
を
導
き
出
す

仕
組
み
は
、
実
は
、
ま
だ
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
私
た

ち
の
心
や
意
識
は
、
脳
に
宿
し
て
い

ま
す
が
、
神
経
細
胞
同
士
の
電
気
的

な
や
り
取
り
に
よ
っ
て
、
心
や
意
識

が
で
き
上
が
る
仕
組
み
も
、
ま
っ
た

く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
記
憶
や
思

い
出
は
、
特
定
の
刺
激
に
興
奮
す
る

神
経
細
胞
の
集
団
が
、
脳
の
前
の
方

（
前
頭
前
野
）
に
現
れ
て
く
る
こ
と

と
関
連
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
も

そ
も
心
や
意
識
と
は
何
か
？
は
、
心

理
学
や
医
学
の
難
題
で
、
そ
れ
を
人

工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も

不
確
か
で
す
が
、
意
識
（= 

心
？
）

が
特
定
の
興
奮
の
パ
タ
ー
ン
を
示
す

神
経
活
動
の
集
団
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
の
で
、
私
た
ち
の
意
識
を

半
導
体
の
よ
う
な
も
の
に
コ
ピ
ー
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
集
団
内
の
電
気

的
な
や
り
取
り
を
記
録
し
、
そ
れ
を

電
子
回
路
に
書
き
込
む
作
業
が
必
要

で
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
技
術
の
進
展
と
と

も
に
、
脳
の
活
動
を
高
い
解
像
度
で

き
め
細
か
く
読
み
取
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
も
う
一
つ
の
課
題
で
あ

る
、
読
み
取
っ
た
電
気
信
号
を
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
の
よ
う
な
記

録
媒
体
に
コ
ピ
ー
す
る
技
術
の
開
発

と
併
せ
、
人
工
意
識
の
基
盤
技
術
が

構
築
さ
れ
る
の
も
、
そ
う
遠
い
未
来

の
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
機
械

脳
に
私
た
ち
の
意
識
が
コ
ピ
ー
さ

れ
、
そ
れ
が
す
で
に
ゲ
ー
ム
な
ど
に

応
用
さ
れ
て
い
る
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
技
術
と
組
み
合
わ

さ
れ
た
時
、
私
た
ち
は
「
不
死
」
を

手
に
す
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

医
学
の
お
は
な
し

人
工
意
識（
Ａ
Ｃ
）と
不
死
の
実
現
可
能
性

　
　

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科　

統
合
解
剖
学
分
野

　
　
　
　
　
　
　

�

教
授　

植　

木　

孝　

俊

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。― 9 ―
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藤
田
医
科
大
学
部
会
員
の
集
い
お
よ
び
解
剖
慰
霊
法
要

令
和
七
年
九
月
三
十
日
（
火
）
午
前
十
時
よ
り
、
藤

田
医
科
大
学　

大
学
二
号
館
六
階
に
て
、
会
員
の
集
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

医
学
部
長 

廣
瀬
雄
一
先
生
か
ら
、
医
学
を
志
す
者

に
と
っ
て
、
人
体
を
よ
く
知
る
事
が
最
も
大
切
で
す
。

不
老
会
の
活
動
に
対
し
て
、
心
か
ら
、
あ
り
が
た
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
と
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、「
お
医
者
さ
ん
い
ら
ず
な
食
事
と
運
動
療
法
」

と
題
し
て
、
解
剖
生
理
学　

准
教
授
の
林
孝
典
先
生
か

ら
、
健
康
上
の
悩
み
ラ
ン
キ
ン
グ
を
Ａ
Ｉ
で
調
べ
る
と
、

①
関
節
や
筋
肉
の
痛
み
で
、「
細
胞
が
壊
れ
る
と
痛
み

が
発
生
す
る
」、
②
筋
力
低
下
、
③
高
血
糖
「
肥
満
・
運

動
不
足
・
ス
ト
レ
な
ど
」、
④
視
力
や
聴
力
の
低
下　

⑤
物
忘
れ
。
飲
食
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
①
ア
ル
コ
ー

ル
摂
取
は
一
日
一
合
ま
で
、
②
肉
類
な
ど
の
揚
げ
物
は

少
な
め
に
、
③
白
米
に
玄
米
を
混
ぜ
る
、
④
甘
い
も
の

や
炭
水
化
物
は

控
え
め
に
、
な

お
、
漢
方
の
五

苓
散
が
良
い
。

あ
と
は
、
適
度

な
運
動
に
努
め

る
こ
と
。

ＡＩ食事風景

そ
し
て
、
解
剖
実
習
を
終
え
た
医
学
生
さ
ん
と
の
会

食
と
懇
談
会
。

午
後
二
時
か
ら
は
、
フ
ジ
タ
ホ
ー
ル
２
０
０
０
で
、

僧
侶
の
読
経
の
中
、
厳
か
な
解
剖
体
慰
霊
法
要
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

（
広
報
：
齊
藤　

光
男
）

名
古
屋
市
立
大
学
部
会
員
の
集
い
及
び
解
剖
感
謝
式

　

令
和
七
年
十
月
二
十
一
日
（
火
）
午
前
十
時
半
よ
り

名
古
屋
市
立
大
学
本
部
棟
四
階
ホ
ー
ル
に
て
会
員
の
集

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
員
二
十
名
、
不
老
会
役
員
五
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
成
願
者
へ
の
黙
祷
の
後
、
鈴
木
部
会
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、
不
老
会
の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

挨
拶
の
後
「
肩
の
痛
み
の
原
因
と
治
療
」
と
題
し
て

名
古
屋
市
立
大
学
医
学
研
究
科
運
動
器
ス
ポ
ー
ツ
先
進

医
学
准
教
授
の
吉
田
雅
人
先
生
よ
り
ご
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
成
人
に
多
く
み
ら
れ
る
の
は
、
腕
や
肩
関
節
周

辺
の
炎
症
で
す
。
痛
む
と
き
は
、
無
理
に
動
か
さ
な
い

の
が
い
い
が
、
長
時
間
動
き
が
悪
い
と
筋
肉
や
腱
が
固

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
治
療
は
、
ま
ず
リ
ハ
ビ
リ
を
行

い
、
症
状
が
長
引
け
ば
医
師
が
患
部
を
強
く
動
か
し
て

固
ま
っ
た
関
節
を
剥
が
し
ま
す
。
腱
の
断
裂
が
認
め
ら

れ
れ
ば
手
術
が
必
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

昼食を兼ねて不老会会員と学生さんとの懇談会

解剖感謝式

そ
の
後
、
昼
食
を
摂
り
な
が
ら
不
老
会
会
員
と
解
剖

実
習
を
終
え
た
学
生
さ
ん
と
の
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
は
、
さ
く
ら
講
堂
に
お
い
て
、
解
剖

感
謝
式
が
、
ご
遺
族
や
不
老
会
関
係
者
、
大
学
関
係
者

の
参
加
を
得
て
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

（
広
報
：
鈴
木　

愼
吾
）

私どもは医学・歯学の進歩のために献体・献眼する。 ― 10 ―
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等
、
症
状
に
応
じ
て
の
病
院
受
診
と
治
療
。
散
歩
、
ラ
ジ

オ
体
操
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
片
足
立
ち
や
ス
ク
ワ
ッ

ト
な
ど
の
日
頃
か
ら
で
き
る
運
動
習
慣
に
加
え
、
転
倒
を

予
防
す
る
な
ど
「
骨
祖
鬆
症
、
運
動
器
疾
患
、
ロ
コ
モ
を

予
防
治
療
し
て
、
快
適
な
生
活
を
！
」
と
解
り
や
す
く
お

教
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
生
さ
ん
と
昼
食
を
摂
り
な
が
ら
懇
談
を
楽

し
み
ま
し
た
。

午
後
二
時
よ
り
は
、
日
泰
寺
本
堂
に
於
て
、
名
古
屋
大

学
医
学
部
解
剖
弔
慰
祭
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

（
広
報
：
藤
内
美
也
子
）

地
域
地
区
活
動
報
告

● 
知
多
市
地
区
　
研
修
会

令
和
七
年
九
月
三
十
日
（
火
）
藤
田
医
科
大
学
医
学
部

不
老
会
員
の
集
い
に
、
特
別
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
快
く
了
解
を
頂
き
、
会
員
十
六
名
が
参
加
致
し

ま
し
た
。

医
学
部
長 

廣
瀬
雄
一
様
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
医
学
部
解

剖
生
理
学
準
教
授　

林
孝
典
先
生
の
「
お
医
者
さ
ん
い
ら

ず
な
食
事
と
運
動
療
法
」
を
受
講
い
た
し
ま
し
た
。
昼
食

懇
談
会
は
、
学
生
（
三
年
生
）
と
同
席
し
て
学
生
さ
ん
の

夢
と
希
望
を
伺
い
将
来
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
、

名
古
屋
市
の
テ
レ
ビ
塔
に
久
し
ぶ
り
に
入
場
、
展
望
台
よ

名
古
屋
大
学
部
会
員
の
集
い（
講
演
会
）お
よ
び
解
剖
弔
意
祭

令
和
七
年
十
一
月
六
日
（
木
）
午
前
十
時
三
十
分
よ
り

覚
王
山
日
泰
寺
普
門
閣
に
て
、
不
老
会
会
員
の
集
い
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
大
学
医
学
部
長
勝
野
雅
央
先
生
の
ご
挨
拶
に
続

き
、
不
老
会
久
野
理
事
長
、
杉
浦
副
理
事
長
が
ご
挨
拶
さ

れ
た
後
、
医
学
部
二
年
生
の
西
村
佑
紀
さ
ん
が
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
運
動
器
疾
患
と
骨
粗
鬆
症
、
ロ
コ
モ
を
知
ろ

う
～
い
つ
ま
で
も
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
の
た
め
に

～
」
と
題
し
て
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
整

形
外
科
学
教
授
、
今
釜
史
郎
先
生
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
骨
粗
鬆
症
の
チ
ェ
ッ
ク
、
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク 

り
四
方
八
方
を
観
て
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

今
年
の
研
修
会
は
、
ハ
ー
ド
で
し
た
が
、
有
意
義
な
不

老
会
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
代
表
：
竹
内　

司
）

● 

豊
橋
市
地
区
の
集
い

令
和
七
年
十
月
五
日
（
日
）
ア
イ
ト
ピ
ア
で
開
催
し
ま

し
た
。

若
松
代
表
の
挨
拶
後
、
会
員
か
ら
の
一
人
住
ま
い
孤
独

死
は
献
体
可
能
か
、
県
を
越
え
て
転
居
し
た
場
合
の
登
録

に
つ
い
て
等
質
問
に
本
部
浅
井
常
務
理
事
よ
り
回
答
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天
狗
連
の
上
方
落
語
と

自
彊
術
（
じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ
）
健
康
体
操
で
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。
出
席
者 

四
十
八
名
。

�

（
代
表
：
若
松
美
佐
子
）

ぬかづけに注意

上方落語　 鶴橋ヘルメット 様

私どもは平和を請い願うために献体・献眼する。― 11 ―

不　　老

公益財団法人　不　老　会

第606号　令和 8 年（2026年）　新春号



● 

西
尾
地
区
　
秋
期
会
員
研
修
会

十
月
十
八
日
（
土
）
西
尾
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
馬
場
恵
美
子
様
か
ら
、
認
知

症
の
可
能
性
が
高
ま
る
な
か
、
予
防
に
効
果
が
あ
る
座
学
、

運
動
の
実
践
指
導
を
受
講
し
ま
し
た
。
全
員
が
笑
い
声
の

な
か
、
頭
を
使
い
同
時
に
手
足
を
動
か
す
課
題
に
四
苦
八

苦
の
小
一
時
間
。
後
半
で
は
、
会
員
の
久
保
田
様
が
「
ま

ち
の
体
操
教
室
」
で
行
っ
て
い
る
認
知
機
能
の
脳
を
活
躍

さ
せ
る
口
の
大
切
さ
、
口
を
早
く
動
か
し
て
し
ゃ
べ
る

「
早
口
言
葉
」
の
練
習
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
挑
戦
し
、
充
実
の

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者 

二
十
五
名

�

（
代
表
：
長
谷　

達
士
）

● 

南
区
地
区
　
会
員
の
集
い

十
一
月
一
日

（
土
）
南
区
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
い

て
、数
年
振
り
に
集

い
を
開
催
し
ま
し

た
。質

疑
は
、
一
人

暮
ら
し
の
方
の「
献

体
手
続
き
」の
確
実

な
手
立
て
、献
眼
に

つ
い
て
の
質
問

に
、
本
部
の
浅

井
常
務
理
事
に

ご
回
答
い
た
だ

き
ま
し
た
。
中

村
代
表
か
ら
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
子
ど
も
や
喪

主
に
な
っ
て
く

れ
る
人
に
見
せ

て
下
さ
い
、
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
新
不
老
会
ビ
デ
オ
の

鑑
賞
も
あ
り
、
大
変
好
評
で
し
た
。
出
席
者 

二
〇
名

�

（
代
表
：
中
村　

有
章
）

● 
四
地
区
（
常
滑
市
、
阿
久
比
、

�
半
田
市
、
知
多
南
部
）
合
同
の
集
い

秋
晴
れ
の
十
一
月
六
日
、
恒
例
と
な
っ
た
「
四
地
区
合

同
の
集
い
」
が
昨
年
よ
り
多
く
の
会
員
の
方
々
の
参
加
で

（
五
〇
名
）
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
員
で
黙
と
う
し
、
地
区
代
表
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

次
に
、
本
部
浅
井
常
務
理
事
が
自
身
の
手
術
体
験
を
と

お
し
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
献
体
の
現
状
、
現
代
医
学
の
進

歩
の
速
さ
、
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
で
手
術
が
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
時
代

の
実
態
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、今
回
の
出
前
講
座
と
し
て
「
睡
眠
に
つ
い
て
」

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
事
前
に
配
ら
れ
た
資
料
「
睡
眠

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
の
方
々
に
各

自
ご
家
庭
で
一
週
間
普
段
の
眠
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
と
の
提
案
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
睡
眠
改

善
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
眠
り
と
休
養
感
、
眠
り
の
環

境
、
日
常
の
生
活
習
慣
、
嗜
好
品
等
日
常
生
活
で
心
が
け

る
こ
と
の
お
話
が
あ
り
、
わ
か
り
や
す
く
自
分
の
眠
り
を

見
直
し
て
み
る
い
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
楽
し
く
暮
ら
す
健

康
で
日
々
過
ご
し
ま
し
ょ
う
と
の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
会
場

の
あ
ち
こ
ち
に
参
加
者
の
笑
顔
が
見
ら
れ
散
会
し
ま
し
た
。

�

（
地
区
役
員
：
山
本　

勝
彦
）

ご家族にパンフレットを見せて下さい！
知多南部地区代表

浅井常務理事

私どもは感謝のために献体・献眼する。 ― 12 ―
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●　
「
俳
画
」

�

大
府
・
東
浦
地
区　

野
村　

悦
子

第
六
十
二
回
平
和
公
園
ま
つ
り

令
和
七
年
十
月
一
日
（
水
）
平
和
公
園
ま
つ
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

十
七
名
の
僧
侶
の
方
々
よ
り
読
経
、
献
花
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
平
和
堂
・
伊
勢
湾
台
風
殉
難
者
碑
・
無
縁
塚
・

献
体
の
塔
・
戦

没
者
墓
地
を
順

に
「
回
向
・
供

養
」
し
て
回
ら

れ
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
）

献
体
の
塔
　
清
掃
報
告

令
和
七
年
九
月
二
十
五
日
（
木
）
曇
り
空
の
中
、
二
十
一

名
の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
山
公
園
事
務
所
の
方

が
落
ち
葉
を
清
掃
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
お
陰
で
、
早

く
清
掃
を
終
わ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

（
事
務
局
）

　

不
老
会
成
願
者
か
ら
角
膜
の
提
供
を
受
け
、

光
を
取
り
戻
し
た
方
々
か
ら
お
礼
状
が
事
務

局
に
届
き
ま
し
た
。

　
　

〇　

豊
田
市　
　

毛
受　

亨
政　

様

　
　

〇　

海
津
市　
　

関
間　

克
伸　

様

あ
　
り
　
が
　
と
　
う

会　

員　

投　

稿

● 
愛
知
西
地
区
　
会
員
の
集
い

十
一
月
八
日
（
土
）
津
島
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
さ
ん
か
ら
献
眼
に
対
す
る
質
問
が
多
く
、
浅
井
常

務
理
事
か
ら
ご
回
答
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
加
藤
訓
音
様
の
三
味
線

の
演
奏
。
最
後
は
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
で
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
席

者 

三
十
八
名�
（
代
表
：
奥
岡　

貞
明
）

加藤訓音 様

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。― 13 ―

不　　老

公益財団法人　不　老　会

第606号　令和 8 年（2026年）　新春号


